環境農林水産部
[bookmark: _GoBack]28年度の部局運営にあたって
環境農林水産部は、良好で快適な環境を守り育むとともに、安全・安心な食を提供するという役割を担っています。低炭素社会や循環型社会の実現といった地球規模の環境問題から、大気や水質、水辺や森林などといった府民の皆さんの身近な生活環境や自然環境の保全、さらには農林水産業の振興や生鮮食品等の安定供給など、非常に多岐にわたる施策を行っています。
こうした中、今年度は次の項目に重点的に取組みます。
○ 環境先進都市・大阪の実現と新たなエネルギー社会づくり
○ みどり(*1)豊かで安全・安心な大阪の実現
○ 活力ある農林水産業の実現
○ 防災・危機管理対策の推進
具体的には、
府民の健康の保持・増進と生活環境を保全するため、各種規制・指導・啓発などに取組み、環境保全目標の達成・維持に努めるとともに、循環型社会の構築に向け、資源の循環的利用を進めます。再生可能エネルギーの普及拡大等の取組みを着実に推進するなど、エネルギーの地産地消を進めるとともに、気候変動の影響に対する適応策の検討などの地球温暖化対策に取組みます。また、府民が暮らしやすいすべてのいのちが共生する社会の構築の観点から動物愛護の取組みを進めます。
災害に強い健全な森を次世代に引き継ぐ取組みを進めるとともに、多くの府民や来阪者が実感できるみどりづくりを進めます。
大都市の強みを活かすとともに、大阪の活力につながるよう、農林水産業等の振興を図ります。そのシンボルとして大阪産(もん) (*2)ブランドの確立に力を注ぎます。また、生産基盤としてはもちろん、多面的機能を有する農空間、海域などの保全を進めます。
南海トラフ巨大地震や集中豪雨に備え、漁港海岸の防潮堤、ため池施設の整備など、防災・減災の取組みを着実に進めます。
部局の施策概要と28年度の主な取組み
環境農林水産部は、「良好で快適な環境の保全・創出、安全・安心で豊かな食の提供」の役割を担っています。このため、府民の「食」や地域の生活環境、省資源・省エネルギーなど幅広い分野で施策を実施します。

環境先進都市・大阪の実現と新たなエネルギー社会づくり
豊かで快適な大気・水質が保全され、温暖化対策が進み、府民が暮らしやすく、かつ事業活動が行いやすい環境づくりとエネルギーの先進都市をめざします
◆ エネルギーの地産地消の推進＜創エネ・省エネの普及推進＞
◆ 温暖化対策の推進＜大阪府地球温暖化対策実行計画に基づく対策の推進＞＜気候変動の影響への「適応策」の検討＞
◆ 大阪湾の環境保全・再生＜瀬戸内海の環境の保全に関する大阪府計画の変更＞
◆ 自動車排出ガス対策の推進＜流入車対策及び大型車を中心とする自動車環境対策の新たな取組みの検討＞
◆ 資源循環型社会の構築＜新たな循環型社会推進計画の策定・推進＞
◆ すべてのいのちが共生する社会の構築＜動物の愛護と適正管理の取組みの推進＞

みどり豊かで安全・安心な大阪の実現
森林環境税を活用した森林の保全による災害に強いまちづくりと、府民が実感できるみどりの創造を推進し、みどりの風を感じる大都市・大阪の実現をめざします
◆ 森林の保全の推進＜森林環境税を活用した事業の着実な実施と進捗管理＞
◆ 森林経営の集約化と木材利用の拡大＜森林環境税を活用した事業の着実な実施と進捗管理＞
◆ 都市の緑化の推進や府民・企業のみどり行動の拡大＜「みどりの風を感じる大都市・大阪」の実現に向けた、都市緑化の充実・強化＞

活力ある農林水産業の実現
府民に新鮮でおいしく、安全安心な大阪産（もん）が提供されるとともに、大都市（大消費地）の強みを活かし、将来に向けた活力ある産業の実現をめざします
◆ 活気と魅力に満ちた「農のある暮らし」の実現＜おおさか農政アクションプラン及び都市農業振興基本法の府計画の策定＞＜農空間の保全活用の推進＞＜農業の成長産業化を支える多様な担い手の育成・確保＞＜府内畜産業の振興＞＜生産性向上・収益性向上のための技術開発に向けた取組みの推進＞＜関係団体（ＪＡ）との連携の充実・強化＞
◆ 大阪産（もん）ブランドの確立＜「大阪産（もん）の国内外への販路拡大の推進＞
◆ 試験研究機能の強化＜地方独立行政法人環境農林水産総合研究所の役割の強化＞
◆ 森林経営の集約化と木材利用の拡大【再掲】＜森林環境税を活用した事業の着実な実施と進捗管理＞【再掲】
◆「はま」が潤い、豊かな恵みを「まち」に届ける海づくり＜「はま」の活性化と「まち」の魅力向上＞

防災・危機管理対策の推進
漁港海岸における津波対策、ため池耐震対策、山地災害対策など、防災・減災の取組みを着実に進めます
◆漁港海岸の防災機能強化の推進＜防潮堤の液状化対策の実施＞
◆ため池の防災機能強化の推進＜ため池の防災・減災対策の実施＞
◆森林の保全の推進【再掲】＜森林環境税を活用した事業の着実な実施と進捗管理＞【再掲】
◆土砂埋立て等の規制による災害の防止と生活環境の保全＜土砂埋立て等の適正化の推進＞

